








薬物の内服歴がある場合，薬物性肝障害か AIH，特に薬物に誘発された AIH かの鑑別が必要となる
が，急性肝炎様発症の場合にはしばしば診断が困難である．
今回我々は，発症時に薬物性肝障害と考えられたが経過中に肝障害が再燃し，2 度目の肝生検では初






既往歴：薬疹（ 後藤散 ® ），蕁麻疹（ 原因不明 ），
卵巣嚢腫，子宮筋腫




2013 年 11 月の受診時には肝障害はなかった．2013
年 12 月に全身に皮疹が出現し近医救急外来および
皮膚科を受診しアレルギー性蕁麻疹の疑いで強力
ネオミノファーゲン C® 静注とアレグラ ® 処方で
軽快したがアレルゲンは不明であった．2014年2月
12 日，倦怠感を主訴に近医内科を受診．血液検査
で肝機能障害（AST 422 IU/L，ALT 623 IU/L）を
認めたため，2 年前から内服していたルナベル配合
錠 ® と 2 日前から飲み始めた健康食品（ナットウキ




身長 150 ㎝，体重 47 ㎏，BMI 20.89 ㎏ / ㎡，体温





　AST 624 IU/L，ALT 945 IU/L，ALP 178 IU/L，
γ -GTP 75 IU/L，T-Bil 1.8 IU/L とトランスアミラー
ゼ優位の肝障害を認めた．プロトロンビン時間は正
常であった．A 型，B 型，C 型および E 型肝炎ウイル
ス，サイトメガロウイルスは陰性で Epstein-Barr ウイ
ルスは既感染であった．抗核抗体（ANA），抗平滑
筋抗体（ASMA）は陰性で，血清 IgG は 1470mg/
dl と正常範囲内であった．薬物リンパ球刺激試験
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のため 4 月に 2 回目の入院．入院中は再び改善した
ため，外来で経過観察となった．しかし発症から 5
か月後の7月には AST 248 IU/L，ALT 311 IU/L，
T-Bil 2.5 mg/dl と明らかな増悪を認めたため3回目
の入院となった．
3回目入院時血液検査所見（表2）：
血清 IgG は 1858 mg/dl と上昇し，AIH score
は 15 点と上昇していた．ANA，抗肝腎ミクロソー




















図3　肝生検（HE 弱拡大 , p：門脈　c：中心静脈）
図6 　肝生検（HE）　矢印：中心静脈周囲の形質細胞
図4　肝生検（HE 強拡大 , c：中心静脈）
中心静脈周囲の肝細胞壊死
図5　肝生検（PAS 強拡大 , c：中心静脈）
中心静脈周囲の肝細胞壊死













本症例の肝障害は遷延，再燃し発症 5 か月後に 3
回目の入院を要した．自己抗体は陰性であったが
血清 IgG は増加し，AIH score は 15 点に上昇して
いた．2 度目の肝生検で肝細胞壊死は zone 1-3 へと









報告があり 9 ），minocycline10 ），nitrofurantoin の
他，dihydralazine，halothane，methyldopa，
oxiphenisatin，tienilic acid などが起因薬として認知
されている 11）．その他 HMG-CoA 還元酵素阻害剤
（スタチン製剤）12）13），isoniazid や infliximab などの
































病態である．ANA や ASMA が出現する 1 型と抗



















性で AIH score は 6 点と低く，組織学的にも AIH
を積極的に示唆する所見を認めず，薬物中止と
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